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切り花経営を始めたい！
　 初歩からの実践講座 5

金
キン

魚
ギョ

草
ソウ

の栽培方法

・・・
切
り
花
品
目
と
し
て
の
位
置
づ
け
・・・・・

金
魚
草
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

従
来
か
ら
暖
地
の
冬
春
用
切
り
花
で
す
が
、

最
近
は
寒
地
で
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
魚
草
は
暖
地
の
冬
春
期
切
り
花
と
し
て
発
展
し
た
品

目
で
す
が
、
他
品
目
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
作
型
を
多

様
化
さ
せ
、
今
日
で
は
寒
地
に
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
、
花
き

品
目
ご
と
の
取
扱
実
績
を
見
て
み
る
と
、
金
魚
草
は
キ
ク
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ラ
な
ど
11
の
大
分
類
品
目
以
外
の

「
そ
の
他
切
花
」
に
含
ま
れ
、
「
そ
の
他
切
花
」
の
中
で

は
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ

ム
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
リ
ン
ド
ウ
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、
カ

ラ
ー
、
ひ
ま
わ
り
に
次
ぐ
９
番
目
の
品
目
で
す
。

　

月
別
の
取
扱
量
と
単
価
は
第
１
図
の
通
り
で
、
冬
春
は

生
産
量
が
多
く
て
単
価
が
高
く
、
逆
に
夏
は
少
量
で
安
価

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
低
温
を
好
む
金
魚
草
に
と

っ
て
、
日
本
の
暑
さ
が
生
産
と
品
質
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
か
ら
で
す
。
な
お
、
夏
が
涼
し
い
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

切
り
花
の
中
で
32
位
と
な
っ
て
い
て
（
２
０
０
７
年
）、

春
〜
秋
の
生
産
が
多
く
、
単
価
も
安
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・・・
経
営
面
か
ら
見
た
有
利
な
点
・・・・・・・・・

金
魚
草
栽
培
の
有
利
性
は
何
で
す
か
？

ま
ず
、
初
期
の
資
本
投
下
が
少
な
い
う
え
、

作
型
が
多
様
で
他
品
目
と
組
み
合
わ
せ
や

す
く
、
多
収
量
・
多
収
益
化
が
可
能
で
す
。

1 

ハ
ウ
ス
設
備
の
簡
易
性

　

種
子
が
使
え
、
ハ
ウ
ス
も
軽
装
備
で
よ
く
、
少
資
本
で

済
み
ま
す
。
主
な
必
要
施
設
と
資
材
は
次
の
通
り
で
す
。

QA

●
ハ
ウ
ス
お
よ
び
内
部
設
備
…
保
温
・
加
温
施
設
（
カ
ー

テ
ン
、
暖
房
機
）、
潅
水
施
設
、
ネ
ッ
ト
・
支
柱
。

●
周
年
切
り
花
に
必
要
な
設
備
…
冷
蔵
庫
、
鮮
度
保
持
の

た
め
の
資
材（
保
持
剤
、
縦
箱
・
バ
ケ
ッ
ト
輸
送
な
ど
）

※
ほ
か
の
機
械
類
は
他
品
目
と
共
通
。

QA

↑暖地の温室による晩秋～春切り
　（加温）栽培（静岡県農技研　稲
　葉氏提供）。

↑寒地のパイプハウスによる秋切
り（無加温）栽培。

（平成 19 年東京都中央卸売市場統計より作図）
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第１図　金魚草の月別取扱数量と単価
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2 

多
様
な
作
型

　

作
型
が
多
様
で
、
ほ
か
の
品
目
と
組
み
合
わ
せ
て
導
入

し
や
す
い
の
が
特
長
で
す
。
ま
た
、
作
型
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
多
収
量
・
多
収
益
化
も
可
能
で
、
専
作
化
も

期
待
で
き
ま
す
。

3 

消
費
者
に
好
ま
れ
る
花
色

　

花
色
が
明
る
く
多
様
な
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
の

需
要
が
見
込
め
る
う
え
、
近
年
は
品
種
が
多
く
開
発
さ
れ

て
お
り
、
生
産
と
消
費
の
拡
大
が
望
め
ま
す
。

4 

省
エ
ネ
に
向
く
低
温
生
育
性

　

低
温
で
も
よ
く
生
育
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
栽
培

に
向
く
品
目
で
す
。
暖
地
で
は
無
加
温
（
保
温
）
で
、
寒

地
で
も
約
６
℃
の
加
温
で
切
り
花
の
継
続
が
可
能
で
す
。

5 

宿
根
性
を
生
か
し
た
展
開
も
可
能

　

通
常
は
1
年
草
と
し
て
扱
い
ま
す
が
、
本
来
の
宿
根
性

を
生
か
し
た
切
り
下
株
の
切
り
下
げ
・
数
年
の
据
置
き
切

り
花
栽
培
作
型
や
、
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
夏
生
産
を
展
開

す
れ
ば
、
生
産
性
向
上
と
消
費
拡
大
へ
の
期
待
が
広
が
る

だ
け
で
な
く
、
輸
入
品
対
策
と
し
て
も
有
効
で
す
。

・・・
作
型
と
作
期
の
設
定
・・・・・・・・・・・・・・・

ど
の
よ
う
に
作
型
や
作
期
を
決
め
る
の
で

す
か
？

地
域
ご
と
の
気
候
立
地
、
組
み
合
わ
せ
作

目
の
作
型
、
作
期
、
品
種
利
用
の
面
か
ら

設
定
し
ま
す
。

1 

設
定
上
の
注
意
点

　

金
魚
草
は
低
温
生
育
性
が
強
い
反
面
、
高
温
長
日
の
影

響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
性
質
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

夏
季
は
生
育
日
数
が
極
端
に
短
く
な
り
、
切
り
花
品
質
が

著
し
く
低
下
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
主
要
な
播
種
期
で
あ
る
夏
季
で
は
、
１
日

の
播
種
の
ず
れ
が
開
花
期
を
約
３
日
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
左
右
し
ま
す
。
し
か
も
、
品
種
に
よ
る
早
晩
性
の
違

い
も
あ
る
た
め
、
地
域
ご
と
の
温
度
に
合
わ
せ
た
作
型
の

導
入
設
定
と
品
種
選
択
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
標
準
作
型

は
次
頁
第
2
図
の
通
り
で
す
。
各
地
域
で
適
用
す
る
際
は
、

作
期
を
細
部
ま
で
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・・・
導
入
お
よ
び
栽
培
上
の
ポ
イ
ン
ト
・・・・・

金
魚
草
を
導
入
、
栽
培
す
る
に
あ
た
っ
て

の
注
意
点
は
何
で
す
か
？

品
種
の
作
型
に
よ
る
生
育
・
品
質
特
性
や

市
場
動
向
か
ら
適
品
種
を
選
択
し
、
高
品

質
苗
の
確
保
に
重
点
を
お
き
ま
す
。

1 

品
種
の
選
定
（
品
種
の
分
類
と
品
種
利
用
）

　

金
魚
草
は
温
度
と
日
長
に
よ
る
、
開
花
時
期
を
主
体
と

し
た
生
育
反
応
か
ら
、
国
外
に
お
い
て
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
四
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
は
、

品
種
の
実
用
上
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
、
静
岡
農
技

研（
稲
葉
ら
、
１
９
９
６
）や
長
野
農
事
原
村
試
験
地
（
大

平
ら
、
１
９
９
５
）
な
ど
の
成
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
に
加
え
、
種
苗
カ
タ
ロ
グ
の
表
示
を
参
照
し
、
類

似
品
種
と
の
比
較
や
試
作
に
よ
る
確
認
を
品
種
ご
と
に
行

っ
て
作
型
に
適
用
し
ま
す
。

　

品
種
特
性
は
ほ
か
に
、
経
済
性
温
度
や
越
年
温
度
、
収

量
、
分
枝
特
性
、
切
り
花
品
質
（
軟
茎
化
、
花
も
ち
性
な

ど
）、
商
品
化
率
、
作
業
能
率
（
切
り
花
位
置
、
萌
芽
数

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
芽
整
理
・
整
枝
、
枝
か
き
、
調
製
）

と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
検
討
が
必
要
で
す
。
栽
培
技
術
と

変
遷
は
96
頁
第
1
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

2 

市
場
取
扱
品
種
の
実
態

　

市
場
で
取
り
扱
い
の
多
い
品
種
は
、
利
用
適
性
も
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
０
７
年
の
市
場
流
通
品
種
の
実

態
で
は
、
「
F₁
カ
リ
ヨ
ン
」
系
と
「
F₁
バ
タ
フ
ラ
イ
」
シ

リ
ー
ズ
の
占
有
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
96
頁
第
2
表
、

第
3
図
）。
個
別
品
種
名
に
つ
い
て
は
、
第
2
表
の
摘
要

欄
の
記
載
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

3 

高
品
質
苗
の
確
保
・
生
産

　

寒
地
の
場
合
、
夏
季
の
播
種
遅
れ
は
加
温
施
設
が
な
い

と
低
温
障
害
で
切
り
花
不
能
に
な
る
た
め
、
適
期
播
種
に

努
め
ま
す
。

　

育
苗
は
、
夏
季
に
暖
地
お
よ
び
低
暖
地
で
行
う
と
、
気

QA

↑新作型として、数年にわたる据
置き栽培も展開されるようにな
ってきた。写真は4年目となる
切り下げ直前の「F1カリヨン」
系品種。

A Q
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第2図　金魚草の作型
作型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 摘要（適用地域、品種例、注意点など）

無
加
温

無摘芯

寒冷地標準。播種期の変更により全地域で適用可能。早晩
性の違いによる開花時期の品種間差は、7月10日播種で20
日、7月20日播種で50日前後。「マダムバタフライ」「F1ポ
トマック」シリーズなどの晩生種は播種期を2週間早める。

摘　芯 温暖地標準。播種期の変更により全地域で適用できる。
以下無摘芯の項に同じ。

無
加
温
越
年

 

秋
春
切
り

無摘芯 全地域に適用できる。寒地の場合は品種による越年差が
大きいので「F1バタフライ」「マダムバタフライ」「F1
ポトマック」シリーズなど越年性の高い品種を利用。越
年時の最低夜温を－10℃以下にしないなどの管理を徹底
する。保・補温により出荷期の分散（前進）化を図る。

摘　芯

加　

温

無摘芯・
摘芯3回
切り

(分枝性品種に
よる連続切り）

寒冷地および寒地では、秋～春季の日照が多い地域で、
かつ冬季最低夜温を5～7℃確保できれば成立する。早
生系の適品種を主体に使用し、1回目切り花のボリュー
ム確保のため、苗と温度条件を整える。ボリューム確保
が難しい地域では播種期を遅らせるか、短日処理あるい
は遮光などの短日様処理を行う。最低夜温を高め、電照
することで、2～3回目切り花を早期化できる。
暖地では晩生品種でも、苗導入または加温温度を高める
ことで成立する。

無摘芯・
摘芯2回
切り

(分枝性品種に
よる連続切り）

全地域で適用できる。暖地では保・補温のみでも栽培
可能。2回目切り花時期と品質は、品種間差、保・加
温程度などにより大きく異なる。

無
加
温

夏
秋
切
り

ハウス
2回切り

寒冷地・寒地のうち、夏切り品質の確保が可能な地域
で適用。品質向上のため「F1ポトマック」「モナコ」
シリーズなどの晩生系品種を利用する。オランダ（5
～9月主体切り花）の主要品種群を検討。雨よけ

1回切り

補・加温据置き
株台刈り周年栽
培（数年間　Ⅰ、
ⅡおよびⅠ +Ⅱ
作型摘要）

寒地では越年、暖地では夏越しにより生存株率が低下
する地域では、導入を避ける。早生品種はⅠ作型での
春夏切り花品質が低下しやすいので、適用、管理に留
意する。株からの不定芽の積極利用を基本におく。
「F1ポトマック」シリーズなどの晩生系品種は、切り
下げ時期を1～2週間早める。

※図は温暖地または寒冷地の標準。寒地では夏の播種期を1～2週間早め、暖地では遅くする。播種日を1日ずらすごとに収穫期を2～
3日早くしたり遅らせたりする。

播種（苗購入の場合は省略） 育苗期 生育期

加温終了無加温開始 加温開始無加温終了

収穫期（品種間差は摘要欄の特　
　　　  記事項以外はほぼ許容）

温
が
高
す
ぎ
て
成
苗
率
や
苗
質
が
低
下
す
る
た
め
、
高
冷

地
育
苗
が
有
効
で
す
（
詳
細
は
次
号
に
記
載
予
定
）。

　

無
摘
芯
や
密
植
栽
培
で
は
栽
植
本
数
が
多
く
な
る
の
で
、

種
子
か
ら
の
自
家
育
苗
が
育
苗
期
間
も
短
く
経
済
的
で
す
。

次
に
、
育
苗
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

・・・
鮮
度
保
持
が
大
切
・・・・・・・・・・・・・・・・・

栽
培
か
ら
流
通
段
階
で
大
切
な
こ
と
は
？

金
魚
草
は
暑
さ
に
弱
い
た
め
、
鮮
度
保
持

の
徹
底
が
必
要
で
す
。

　

高
温
期
は
生
産
、
流
通
、
消
費
の
い
ず
れ
の
段
階
に
お

い
て
も
品
質
が
低
下
し
や
す
く
、
そ
れ
が
価
格
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
産
地
・
作
型
を
適
切
に
切
り
替
え
、

鮮
度
保
持
剤
の
前
処
理
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
採
花
直
後
か
ら
低
温
で
流
通
さ
せ
、
消
費
者
側
で
も

後
処
理
剤
を
利
用
し
て
も
ら
う
な
ど
、
品
質
保
持
の
シ
ス

テ
ム
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

種
子
苗
生
産

●
ト
レ
イ
（
育
苗
箱
）
、
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
を
使
用
。

●
無
処
理
種
子
、
ゲ
ル
被
膜
や
コ
ー
ト
種
子
化
。
種
子
消

　

毒
。
種
子
冷
蔵
に
よ
る
発
芽
率
向
上
、
好
光
性
種
子
。

播
種
器
・
機
利
用
に
よ
る
効
率
化
。

●
無
病
害
虫
用
土
の
使
用
や
土
壌
消
毒
を
す
る
。
適
切
な

施
肥
量
。

●
底
面
給
水
ま
た
は
ミ
ス
ト
潅
水
管
理
。
気
温
低
下
対
策
。

　

成
苗
の
短
期
貯
蔵
。
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Ⅰ越年切り花全作
型の株が対象。春
切り下げにより春
夏切り花1～2回。

Ⅱ春夏切り花
全作型の切り
下げが対象。
夏切り下げ。

直接定植 摘芯 株切り下げ（台刈り）
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第1表　金魚草栽培の主要技術とその変遷
技術項目 既存技術（2000年前後まで） 最近の技術（2000年代以降）

品種
種苗会社F1種、国外F1種、「F1鈴」シリーズ、「マダムバタフライ」シリーズ、
「F1仙」系、「F1竜」系、「F1メリーランド」シリーズ、「F1バタフライ」シリー
ズ、「F1ポトマック」シリーズ、3倍体栄養系、栄養系に属する品種主体。

既存品種に加え、「F1カリヨン」系
等、12余りのシリーズ・系統が加わ
る。

苗
種子苗：トレイ育苗（自家育苗）の場合は散播または条まきで、密度は4×2 . 5～
2 . 5×2 . 5㎝内外。プラグトレイなら密度は200セル内外（購入含める）。
栄養繁殖（挿し芽）苗：プラグトレイ200セル内外の密度のものを使用。

生産性向上のため、購入の種子苗はプラ
グトレイ400セル内外に小苗化。自家育
苗苗も既存の密度に加え、小苗化の傾向。

除草対策 フィルムマルチ、敷きわらなどの有機物マルチ、臭化メチル剤などによる土壌消毒、蒸気消毒。 臭化メチル剤の使用制限（禁止）。

施肥潅水技術
施肥：10ａ当たりＮ、Ｐ、Ｋの施用成分量は、短期作型でそれぞれ約15㎏、長期
作型で約25㎏。ホウ砂施用。元肥は置肥主体の分施。輪作または組み合わせ品目
がある場合は、土壌分析に基づき施用量を調整する。
潅水：ノズル潅水。曲がり発生防止。

既存に加え、点滴チューブ潅水、養
液土耕方式による追肥主体の施肥。

ネット、支柱、
栽植様式

12㎝角ネット8目内外で、2～3段張りが標準。短期作型の無摘芯栽培では、全
マス条マス数の約2倍数までの密植。長期作型では、無摘芯栽培なら10～11㎝角
ネット全マス植え、摘芯栽培・分枝性品種利用なら標準ネット2条植えの1条空
けか、2回目の切り花後に全マス植えの3分の１条を除去（無摘芯栽培も同様）。

既存に加え、分枝性品種の切り上が
り収穫などでは、15㎝角ネットの使
用や5段内外張りも考慮。

摘芯
早期収穫本数の確保と、栄養系（挿し芽繁殖）品種の幼若性（栄養生長性）回復が主目的。秋季の高温期における早期切
り花には無摘芯栽培が優る。摘芯は本葉4対葉（4節）・約8枚の時に行い、本葉2節・2対葉（4枚）にする。栄養系
で互葉の場合は、5～6節（5～6葉）時に3～4節（3～4葉）程度にするのが標準。

温度管理

管理目標温度：種子の発芽率向上と発芽促進に、3℃で30日間種子冷蔵。発芽18～20℃。育苗期の目標夜温15℃。適期定植の
ための苗の短期冷蔵は、育苗トレイのまま5℃で3～4日。生育初～中期の昼温25～20℃、夜温約20～15℃、着蕾開花期の昼
温約20℃、夜温約10℃。夏秋期の高温対策として、45～60％内外の遮光などによる降温。 
秋～春の保・加温温度は5～10℃（品種ごとの適温差考慮）とし、生育と開花の促進を図る。花色の退色や、太茎化する品種
には、高い方の温度を適用する。花芽分化期から出蕾期は、ブラインド（花飛び障害）回避のため0℃以下への遭遇を避ける。

日長操作
「マダムバタフライローズ」ほかの晩生種、「F1バタフライ」シリーズ、国内F1品種などの6～7月上旬に播種する作型では、定植直後（本葉
4枚）から9時間の日長で短日処理すると、開花抑制と切り花品質の向上に効果大。ハウス被覆フィルムや遮光資材を用いた照度低下によって
も、開花が抑制される。
長日による開花促進効果は期待されているが、実施時期、品種、栽培夜温によって効果の差があり、晩生系での秋～初冬期利用で定着している。

鮮度保持 切り花は時期にとらわれず、早めにSTS※0 . 1mM濃度液を3～8時間以上吸水処理。高温期は冷蔵（保冷・予冷）庫利用、
縦箱給水荷姿、施設予冷、冷房車輸送が、鮮度保持と花穂の曲がり回避に効果的。 

病虫害対策 苗立枯れ（疫病・苗腐病ほか）、ネコブ線虫は致命的になるので、土壌消毒の徹底が必要。

第2表　2007年市場取扱金魚草 系統・ ーズ・品種別占有率 第3図　2007年市場取扱金魚草品種の色別　
　　　　占有率系統・シリーズ・品種別 占有率（％）

F1カリヨン系 17.5 
F1バタフライシリーズ 17.2 
アスリートシリーズ 11.0 
マダムバタフライシリーズ 10.5 
F1メリーランドシリーズ  9.1 
雪姫  6.3 
F1ポトマックシリーズ  2.4 
F1仙系 + 単一7品種  4.7 
品種分類適用外各色計 14.5

ピンク・
サーモンピンク

29.51%

白
28.49%

黄色・クリーム
21.75%

オレンジ・
アプリコット

3.59%

複色　2.45%

赤 1.85% その他 5.49%

栽培方法の様式事例

↑若苗での定植が増え、
プラグトレイも406穴
などが用いられる。

摘要：日本花普及センターほかの資料（日本花き取引コード普及促進協議会・協力卸売市
場切花12社の取扱数量上位50品種）から作表。取扱数量に対する50品種の占有率は93.1％。

※硝酸銀とチオ硫酸ナトリウムの混合物。

最近の育苗苗既存の育苗苗の形態

↑トレイ育苗。 ↑プラグトレイ育苗。↑挿し芽育苗。

←
寒
冷
地
の
鉄
骨
大
型
ハ
ウ
ス
に
お
け

る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
長
期
作
型
と
の

組
み
合
わ
せ
、
秋
〜
春
切
り
栽
培
。

摘要：第2表に準ずる。

←
市
場
占
有
率
の
高
い「
F1
カ
リ
ヨ

ン
」系
。
明
る
い
花
色
で
多
花
色
。

　

作
型
適
応
性
も
広
い
。

↑マルチ栽培。 ↑普通栽培。慣行ノズ
ル潅水。

↑若苗定植と点滴チュ
ーブ潅水（茎葉の倒
伏曲がり防止に有効）。

↑無摘芯栽培。 ↑若苗の摘芯栽培と分
枝の生育。

↑ネット・支柱の設置。

※文中で紹介している品種や資材は、弊社では取り扱いのないものもございます。ご了承ください（編集部）。
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